
予算決算委員会経済環境分科会記録 

［第２日目］ 

１ 日 時        令和２年３月１６日（月曜日） 

開   会      午前 ９時５８分 

休  憩      午前１０時４０分 

再   開      午前１０時５５分 

休  憩      午前１１時２４分 

再   開      午後 １時０８分 

休  憩   午後 １時１２分 

再  開   午後 １時１５分 

閉  会      午後 ２時０５分 

２ 場 所        第 3 委 員 会 室 

３ 出席委員   ８人 

        分科会長    江 西 照 康 

分科会副会長    金 谷 幸 則 

委 員    木 下 章 広

 〃      島   隆 之

 〃     東     篤

 〃     佐 藤 則 寿

〃     金 厚 有 豊

〃     柞 山 数 男

４ 欠席委員   ０人



【環境部】

部長 伊藤　曜一

理事（環境センター所長） 牧　　修司

部次長 藤村　勝詞

参事（環境センター次長・管理課長） 茶木　聖一

環境政策課長 小川　徹雄

環境保全課長 飯田　哲

環境センター業務課長 髙土　春樹

環境政策課主幹（調整担当） 田近　淳

環境政策課主幹 小林　将司

環境保全課主幹 東　　覚

環境センター管理課主幹 谷井　康修

【商工労働部】

部長 大場　一成

部次長 杉谷　要

部次長（コンベンション・薬業・観光振興担当） 関野　孝俊

参事（公営競技事務所長） 佐野　浩之

商業労政課長 古西　達也

工業政策課長 片山　正和

薬業物産課長 西田　清和

観光政策課長 高橋　洋

職業訓練センター所長 木下　満

牛岳温泉スキー場所長 中澤　栄三

商業労政課主幹（調整担当） 山﨑　悟

【農業委員会事務局】

事務局長 大森　典明

事務局次長 黒田　光晴

５　説明のため出席した者



【農林水産部】

部長 山口　忠司

部次長 高嶋　善秀

部次長（技術担当） 井水　清智

農林事務所長 谷井　政人

地方卸売市場長 経塚　達也

参事（農業水産課長） 本林　成元

参事（農村整備担当） 前田　信康

農政企画課長 高田　興真

森林政策課長 桐溪　修一

農村整備課長 前田　剛

農林事務所農業振興課長 梅田　一好

農林事務所農地林務課長 谷崎　友紀

地方卸売市場次長 野村　学

営農サポートセンター所長 山﨑　晃

農政企画課主幹（調整担当） 岡地　睦美

農政企画課主幹 余川　洋成

６　職務のために出席した者

【議会事務局】

参事（議事調査課長） 福原　武

議事調査課主査 本田　宏之

議事調査課主任 河原　絢加



1

７  会議の概要  

分科会長   ただいまから予算決算委員会経済環境分科会

を開きます。 

これより、環境部所管分の議案の審査を行い

ます。 

議案第１号  令和２年度富山市一般会計予算、

第１条歳入歳出予算、歳出第４款衛生費中、

環境部所管分 

を議題といたします。 

これより、当局の説明を求めます。 

環境部長   〔挨拶〕  

環境部次長  〔環境部所管分の概要について、 

議案説明資料により説明〕  

環境政策課長 〔議案第１号中  

      チームとやまし推進事業について、  

      太陽光発電システム及び省エネ設備等導入補

助事業について、  

      海洋ごみ対策推進事業について、 

      環境未来都市推進事業について、 

      えごま６次産業化推進事業について、 

      ＳＤＧｓ推進事業について、 

      国際展開支援事業（ＪＩＣＡ関係）について、 
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      国際展開支援事業（ＪＣＭ関係）について、 

      ＰＣＢ廃棄物の掘り起こし調査事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

環境保全課長 〔議案第１号中  

      富山市斎場再整備事業について、 

      カラス対策事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

環境センター次長 〔議案第１号中  

資源物ステーション運営事業について、 

      廃棄物分別回収推進事業について、  

      議案説明資料により説明〕 

環境センター業務課長 〔議案第１号中  

      ごみ集積場環境整備事業について、  

      議案説明資料により説明〕 

環境センター次長 〔議案第１号中  

      つばき園維持管理事業（施設の再整備）につ

いて、 

      公衆便所維持管理事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

分科会長   これより、質疑に入ります。 

事業が大変多いものですから、取りまとめな
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がら進めていきたいと思いますので、御協力

をお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

東委員    ただいま説明のあった、議案説明資料３ペー

ジの下のほう、住宅用太陽光発電システムの

関係ですが、これは平成２８年は補助件数が

１回ぐっと上がっているけれども、基本的に

は漸減傾向ということで、多分令和元年度も

前年度に追いつかない数字なのかなというふ

うに見受けられます。 

売電の関係でなかなか元が取れないというこ

とで、導入しようとする家庭が減っているの

ではないのかなというふうに思われるのです

が、その辺りは環境部のほうで分析・調査を

していらっしゃいますか。  

環境政策課長 この５年間の実績を見ますと、確かに住宅用

太陽光発電システムの導入補助は件数が減っ

ております。もちろん売電の単価が大きく下

がったことでというふうにも見えますけれど

も、設備そのものが、技術革新が進んで手頃

に入手できるということや、環境意識が高ま

っているということで、平成３０年度は２３

６件の実績がございます。  

今年度、来年度につきましては、同じぐらい
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の程度で推移し、大きく下がることはないの

ではないかなと見ております。  

東委員    平成３０年度は２３６件あって、令和元年度

はあと２か月を残して１６０件弱ということ

で、果たして追いつくのかなということもあ

ります。 

手頃に入手できると言うけれども、平成２８

年度を除いて減ってきていることは事実だと

思うので、この補助件数が減っていることに

関して、もう少し分析が必要なのかなという

ふうに思います。  

改めて、今私が言った数字の傾向などを見て

どう思われるか、お答えいただきたいと思い

ます。 

環境部長   確かに、平成２７年度、平成２８年度から比

べると減っているということは明らかでござ

います。 

一番大きな要因は、委員御指摘のとおり、買

取り価格の単価が下がってきているというこ

ともありますけれども、令和元年度は１月末

現在で１５９件です。 

実績の見込みは平成３０年度と同等というよ

うな発言もございましたので、底を打ったと

いうのは適切な表現ではありませんけれども、
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大体これくらいの件数でこれからは推移して

いくのではないかなと、またそうあってほし

いなと。 

環境部としても、再生可能エネルギーの普及

ということについては、地球温暖化防止の一

丁目一番地だと思っておりますので、こうい

った補助金の制度というものを皆さんに周知

をしながら、これ以上下がることのないよう

に力を入れていきたいと思っております。 

東委員    今、部長から話があったとおりでありまして、

環境問題ということで、ＳＤＧｓを推進する

富山市として、太陽光発電システムをもっと

もっと普及できればいいと思います。  

またいろいろな関係機関にも強く働きかけて、

売電価格が下がることがないように頑張って

ほしいと思います。 

分科会長   ほかの委員の皆さんで、３番の太陽光発電シ

ステム及び省エネ設備等導入補助事業につい

て、質疑のある方はいらっしゃいませんか。  

〔発言する者なし〕 

分科会長   では、それ以外に質疑はありませんか。 
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島委員    ４番の海洋ごみ対策推進事業についてお伺い

します。 

これは大変すばらしい事業なので、今後もず

っと続けて、海洋ごみがどんどん減っていけ

ばいいなと思っているのですが、今回網場の

設置場所を３か所選定されたということで、

その３か所の場所と、選定理由をお聞かせく

ださい。 

環境政策課長 ３か所につきましては特定をしておらず、本

年度予備調査を実施いたしました５か所のう

ちから３か所を選ぶ予定としております。ま

だ具体には決まっておりません。  

島委員    いつの時点で確定するのかと、先ほども言い

ましたが、どういう選定理由でそこの３か所

に絞り込もうとしておられるのか教えてくだ

さい。 

環境政策課長 確定につきましては新年度に入ってから  こ

れは委託事業になりますので、委託業者です

とか、地元の河川管理者との協議の上で決め

ます。 

どういう観点で選定するのかにつきましては、

今年度の予備調査を踏まえて決めていきます。  
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島委員    そういう基準等は概ね決まっていて、来年度

に引き継いでいくというような捉え方でいい

のですか。 

環境政策課長 さようでございます。  

分科会長   ほかに、この海洋ごみ対策推進事業について

質疑のある方はいらっしゃいませんか。 

〔発言する者なし〕 

分科会長   では、それ以外に質疑はありませんか。 

東委員    議案説明資料の９ページにある国際展開支援

事業（ＪＣＭ関係）の中の、ページが飛んで

１０ページの⑤レンカ区［チリ共和国］とい

うところなのですけれども、チリ共和国の首

都のレンカ区という、地球の裏側みたいなと

ころに行くと、富山市としては今までなかっ

たような遠隔地での事業ということになろう

かと思います。  

経緯としては、昨年度、レンカ区と締結した

協力協定に基づいて行われるのかなと、市の

ホームページを見ていて思うのですけれども、

再生可能な省エネルギー技術等の導入可能性

調査とは、これは具体的にどのような調査な
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のか、お答えいただきたいと思います。 

環境政策課長 再生可能エネルギーというのは、太陽光もあ

ればバイオマスもございます。  

現地のエネルギー事情なども考慮いたしまし

て幅広く調査を行います。採算性ですとか入

手のしやすさですとか、そういうものを考慮

して検討をいたします。 

東委員    具体的には、市の業者に委託してやってもら

うとか、誰が調査をするのでしょうか。 

環境政策課長 コンサルタント会社が調査を行います。  

東委員    それは市内のコンサルタント会社でしょうか。 

環境政策課長 市内に事業所があるコンサルタント会社です。 

東委員    来年度の予算額は１９０万円余りということ

でございますが、これだけの額では、実際に

現地へ市の職員が出向いて、実態がどうなの

かとかということをチェックしたりというこ

とにはならないと思うのです。今後、市とし

て、現地に出向いて調査するというようなこ

とは計画されておりますか。 
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環境政策課長 もちろん渡航は前提としておりますが、実際

に市の職員が張りついて、計測器を持って調

査するのではなくて、あくまでも調査を行う

のは事業者であるコンサルタント会社になり

ます。 

東委員    それがまた市のほうにデータとして返ってく

るということだと思うのですけれども、大変

な遠隔地であるということもあり、実態を現

地で生で見ることもなかなかできないという

ことで、その辺りをしっかりとコンサルタン

ト会社と連携を取り合って、決して無駄にな

らないように。  

これはＪＣＭですから  ２国間クレジット制

度ということで、向こうで承認していただい

て、その分が日本の温室効果ガス削減目標達

成につながるように頑張っていただきたいと

思います。 

分科会長   ほかに、国際展開支援事業について質疑のあ

る方はいらっしゃいませんか。  

〔発言する者なし〕 

分科会長   では、これ以外に質疑はありませんか。 
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佐藤委員   議案説明資料１３ページのカラス対策事業の

カラスの鳴き声発生装置の件なのですけれど

も、これは私もテレビ等で宇都宮大学の話を

見て、すごいものだなと思った覚えがあるの

ですが、この事業費のうち推進業務の２，５

００万円の内訳はどういった形になっている

のでしょうか。  

環境保全課長 事業費の内訳でございますが、おりによる捕

獲が２，２３５万円、巣の撤去が１３５万円、

鳴き声の誘導捕獲実験が１６５万円でござい

ます。 

佐藤委員   実験ということですので、大きな経費にはな

っていないというふうに思いますが、どれぐ

らいの期待度があるのかということを、もし

可能であればお聞かせいただきたいと思いま

す。  

環境保全課長 山形市の実験では、約２００羽の群れが約２

００メートルくらい誘導されたというような

効果が出ております。 

富山市の場合は誘い込む先がおりということ

で、恐らく日本で初めてではないかと思いま

すが、捕獲の増加が一定程度見込めるものと

考えております。  
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佐藤委員   富山市では大変長きにわたり先進的に取り組

んできているというふうに思っております。  

いろいろな鳴き声があって、あんなにきれい

に反応するのだということで番組を見て驚い

たのですが、そういう意味からしても、数字

としてはもっとあるような気もしていたので

す。  

富山市の先進的な取組に対しては、全国的に

も注目されるのではないかなというふうに思

いますので、そういった観点から、この取組

に対する意気込みを部長にお聞きしたいと思

います。 

環境部長   カラス対策事業費につきましては、ここ３年

間、大変大きな予算を投入して  ３年間で約

７，０００万円程度でしたかね。捕獲という

観点に大きくかじを切ったということで、こ

の参考の表にも記載してございますように、

捕獲数が一挙に増えました。 

一応、３年間ということで今年度で終わる中

で、環境部としては、カラス対策については

さらに歩みを進めなければならないという思

いから、引き続き大きな予算要求をさせてい

ただいたところです。 

富山市カラス被害防止条例なども制定したと

いうこともあって、市長もカラス対策には大
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変関心があるということで、このような予算

をお願いをしているところでございます。 

大きな軸となる捕獲については、おりを１基

増設させていただきますけれども、このため

の先進的な取組として、鳴き声で城址公園に

カラスを誘導してみようということでありま

す。  

とは申せ、何といっても賢い生き物というこ

とで、本会議の中でも江西分科会長の質問も

ございました。  

いろいろな議員の方から御質問をいただいて、

何せ相手は生き物なのだと、こういうことで

知恵比べみたいなところもあってなかなか難

しいのですけれども、カラス対策については

他都市から非常に多く視察に来ていただいて

いるようでございますので、どういった結果

になるか、私どもは期待をして予算をお願い

しているところであります。 

一定の効果が見込めるとなれば、さらに音源

の増設をしたり、地域を広げるなど、そうい

ったこととおりとを連動させることで、さら

に捕獲の効果を上げたいと思っております。  

カラスといえば富山市だということになるの

が果たしていいことなのかどうかは難しいと

ころですけれども、先進的にやっているぞと

いうところを対外的に発信できるということ
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は１つのアドバンテージなのかなというふう

に思っております。 

何とかこの実験で効果が得られるよう、カラ

スの皆さんにもひとつ御協力を頂きたいなと、

このように思っているところでございます。  

分科会長   カラス対策事業について、ほかに何か質疑は

ありませんか。  

〔発言する者なし〕 

分科会長   これ以外に何か質疑はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

分科会長   ないようですので、これをもって議案の質疑

を終結いたします。 

これより、議案第１号中環境部所管分の意見

の表明を行います。 

意見の表明はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

分科会長   意見の表明なしと認めます。 

以上で、経済環境分科会環境部所管分を終了

いたします。 
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午前１０時４０分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前１０時５５分  再開  

分科会長   これより、経済環境分科会商工労働部所管分

の議案の審査を行います。  

議案第１号  令和２年度富山市一般会計予算、

第１条歳入歳出予算、歳出第５款労働費、第

７款商工費、第３条債務負担行為中、一般財

団法人富山勤労総合福祉センターの勤労総合

福祉施設整備費元利償還金補助金、 

議案第９号  令和２年度富山市企業団地造成

事業特別会計補正予算、 

議案第１０号  令和２年度富山市白樺ハイツ

事業特別会計予算、 

議案第１１号  令和２年度富山市牛岳温泉健

康センター事業特別会計予算、  

議案第１２号  令和２年度富山市牛岳温泉ス

キー場事業特別会計予算、  

議案第１３号  令和２年度富山市競輪事業特

別会計予算、 

以上６件を、一括議題といたします。  

これより、順次、当局の説明を求めます。 

商工労働部長 〔挨拶〕  
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商工労働部次長 〔商工労働部所管分の概要について、 

議案説明資料により説明〕  

商業労政課長 〔議案第１号中  

商工業振興資金等貸付事業について、  

      緊急経営基盤安定資金貸付事業について、  

      議案説明資料により説明〕 

工業政策課長 〔議案第１号中  

      企業立地奨励事業について、 

      議案第９号について、 

      議案説明資料により説明〕 

観光政策課長 〔議案第１号中  

      顔認証決済システム導入事業について、 

      外国人観光客誘致宣伝事業について、 

      外国人観光客まちあるき環境整備事業につい

て、  

      ガストロノミーツーリズム誘致推進事業につ

いて、 

      議案説明資料により説明〕 

公営競技事務所長 〔議案第１３号について、  

      議案説明資料により説明〕 

職業訓練センター所長 〔議案第１号中  
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      富山で働き・学ぶ生き方応援奨学資金貸付事

業について、 

      議案説明資料により説明〕 

分科会長   これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

東委員    議案説明資料の８ページに、新規として顔認

証決済システム導入事業とあります。これは

本当に最新鋭のものということで、中心市街

地で約２０か所、岩瀬地区で約１０か所と、

そういったところで導入しようとされていま

す。  

実際にこれが動き出すのは予算成立後という

ことになるのですけれども、これらの地区の

店舗では既に興味を持っていただいていると

か、うちはやりたいというような、事前にそ

のような話なども出てきているのかどうか、

お聞かせください。 

観光政策課長 現状はまだ予算も通っていないということで、

正直お店や、宿泊施設等、対象にしたいと思

っている店舗のほうにはまだ行っていないの

で、議会終了後に動きたいと考えています。  

東委員    新しい取組ということで、どれくらい興味を
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持ってもらえるかということもあるのですが、

精力的に動いて  全部で３０か所ぐらいです

か  ぜひとも協力いただけるように頑張って

いただきたいと思います。  

分科会長   この事業で、ほかに何か質疑はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

分科会長   では、この事業以外に質疑はございませんか。 

柞山委員   議案説明資料の９ページをお願いします。  

外国人観光客誘致宣伝事業について、予算額

が４３８万８，０００円です。これは農林水

産部と連携してという解釈でいいのだろうと

思いますが、ここまで事業を起こすのにどう

いう経緯、あるいはどういうきっかけでこの

事業を予算づけしてきたのか。  

それから、農林水産部との連携でありますけ

れども、農業の食に関するこういう事業とい

うのは国内でもあるわけで、シンガポール、

香港に特化した理由を、もう少し詳しく説明

いただければと思います。  

観光政策課長 まず、シンガポールにつきましては、農林水

産部から声がけいただいたところでございま
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す。Ｆｏｏｄ  Ｊａｐａｎという見本市が来

年度シンガポールであるということで、農林

水産部だけではなかなか観光のＰＲができな

いので、一緒に部局連携して行きたいという

お話がございました。 

そのことにつきまして、私どもも協議した結

果、新規開拓ということも含めまして、一緒

に行ってみようということで予算化させてい

ただきました。  

また、今まで海外プロモーションの対象国は、

富山県への来訪者が徐々にですけれども、増

えてきているという事情を考えて決めている

ところでありまして、シンガポールからの来

訪者が少しずつでも増えてきているというこ

とも背景にございます。 

柞山委員   直接、この事業を行いながら富山市への恩恵

というか、今後の展開も含めてですが、どう

いうメリットがあるのか、もし具体に思って

おられるならお願いしたいと思います。 

観光政策課長 具体的にと言いますとなかなか難しい部分が

ありますが、例えばシンガポールですと、こ

れは国の統計ですけれども、平成２５年は富

山県全体で宿泊が１，５００泊ございました。

昨年ですと６，３００泊ございましたので、
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徐々に伸びてきております。 

そういったことから、シンガポールにつきま

して  私どもが行ってどれだけのＰＲができ

るかということはあるのですけれども、少し

ずつでも周知を図り、宿泊数を増やすことに

よって市内経済への効果が多少期待できるも

のと考えております。 

柞山委員   現地の観光会社のプロモーションは、今、観

光政策課長が言われたような趣旨で、積極的

に働きかけはしないといけないだろうと思い

ますけれども、向こうで見本市があるから農

林水産部と連携して行くのだという発想がい

まいちぴんとこないものですから、どういう

インパクトがあって事業を起こされたのか、

部長に聞きたいと思います。 

商工労働部長 今、観光政策課長が申し上げたとおりなので

すけれども、農林水産部と連携することによ

って、例えば農林水産部では富山市の農産品

を海外で売り込む、また富山の知名度を上げ

るということで、私ども商工労働部では観光

を、特に現地旅行エージェント等も回りなが

ら、シンガポールの皆さんにまず興味を持っ

ていただいて、インバウンドとしてこれから

どんどん富山市へお越しいただこうと。 
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特に、富山はこれからアルペンルートの観光

シーズンになるわけですけれども、シンガポ

ールは雪のないところでありますので、そう

いうＰＲもしながら、両部局、相乗効果で富

山の認知度を高めて、富山に皆さんが来てい

ただけるように、効果的なＰＲを図ってまい

りたいというふうに考えております。  

柞山委員   ちなみに、他の中核市でこういうプロモーシ

ョンに取り組んでいる市はあるのかお伺いし

ます。 

観光政策課長 ほかの市のことは、正直調査はしておりませ

んが、インターネット等で拝見しますと、各

市で結構されておられます。県内ですと、滑

川市がされておられます。  

柞山委員   コンタクトを取るときは、観光政策課長が直

接香港やシンガポールの方と交渉しておられ

るのですか。 

観光政策課長 今回のシンガポールにつきましては、Ｆｏｏ

ｄ  Ｊａｐａｎの主催といいますか、そうい

ったところは農林水産部経由で教えていただ

いてコンタクトを取ります。 

また、香港につきましては、委託業者を決め
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た際に  これは市内の事業者になると思いま

すけれども  その事業者が香港のエージェン

ト、旅行代理店とやり取りするという形にな

っております。  

柞山委員   ぜひとも、お客さんも来られて富山の食を知

っていただく、大きく貢献をしていただけれ

ばありがたいと思っています。また吉報を待

っております。  

分科会長   ほかに外国人観光客誘致宣伝事業について、

質疑はありませんか。 

それ以外でも結構ですので、質疑はありませ

んでしょうか。  

東委員    議案説明資料１４ページの富山で働き・学ぶ

生き方応援奨学資金貸付事業についてお尋ね

いたします。事業目的で、卒業後、市内企業

に一定期間正社員として勤務した場合、返済

を全額免除するということで、説明の中で原

則５年間ということでございましたが、本人

は富山市内の企業で働く意思がしっかりあっ

ても、例えば企業が残念ながら廃業や倒産な

どした場合、また新たに次の仕事先で富山市

内の企業を選べる場合もあるでしょうし、残

念ながら富山市でマッチするところがないと
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いうことで、市外なり県外なりに移ったりと

いうことも考えられます。  

そうやって本人の意に反して働けなくなった

場合、返済をどうされるのか、何か予定はご

ざいますでしょうか。 

職業訓練センター所長 会社の倒産などがあった場合、この制度は１

年間の返済猶予期間を設けてあります。その

１年間の間に条件に見合う市内の企業に就職

いただいた場合には、そこからまた免除する

こともできます。  

もう１つ、やむを得ない事由、例えば病気な

どになって就労が困難になった場合は、返済

をどうするかということを検討させていただ

く内容になっております。  

東委員    富山市内だったら１年間猶予や、病気の場合

などの説明がございましたが、マッチすると

ころがなくて富山市以外で仕事をすることに

なった場合は、免除はされないということで

しょうか。 

職業訓練センター所長 富山市外でありましても、例えば本市に住民

票がありまして、市内に事務所がある企業で、

市外の営業所ですとか支店のほうに行った場

合については５年間の免除の対象になってき
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ます。 

東委員    聞きたいのは、残念ながら倒産や廃業などで、

企業そのものがなくなったというときに、次

に働ける場所が富山市内でマッチするところ

がなくて、富山市外の企業あるいは県外の企

業に就職した場合どうなるかということです。  

職業訓練センター所長 その場合は免除からは外れます。 

東委員    その場合、本人の不可抗力で市内で働けなく

なったということがありますので、私として

は、できれば今後、考慮できないか、検討し

ていただきたいと思います。 

分科会長   この奨学資金貸付事業についての質疑はほか

にありませんか。  

〔発言する者なし〕 

分科会長   この事業以外に質疑はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

分科会長   ないようですので、これをもって議案の質疑

を終結いたします。 
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これより、議案第１号中商工労働部所管分、

議案第９号から議案第１３号まで、以上６件

を一括して意見の表明を行います。 

意見の表明はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

分科会長   意見の表明なしと認めます。 

以上で、経済環境分科会商工労働部所管分を

終了いたします。  

午前１１時２４分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後  １時０８分  再開  

分科会長   ただいまから、経済環境分科会を再開いたし

ます。 

これより、農業委員会事務局所管分の議案の

審査を行います。  

議案第１号  令和２年度富山市一般会計予算、

第１条歳入歳出予算、歳出第６款農林水産業

費中、農業委員会事務局所管分  

を議題といたします。 

これより当局の説明を求めます。  

農業委員会事務局長 〔挨拶〕 
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農業委員会事務局次長 〔令和２年度予算に関する説明書により説明〕 

分科会長   これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

柞山委員   今の説明だと、体制を２人減らすということ

なのかな。給料の高い人から……。 

農業委員会事務局次長 当初予算は退職者の分を外したもので組みま

すので、不足分は１２月補正でまた要求する

という形をとっております。 

柞山委員   分科会長、今の答弁で意味は分かりましたか。 

分科会長   これはほかの部局も全部そうなのでしょうか。

人数が少ないから高給取りが動くと目立つの

ですかね。 

ほかに質疑はありませんか。 

     〔発言する者なし〕  

分科会長   ないようですので、これをもって議案の質疑

を終結いたします。 

これより、議案第１号中農業委員会事務局所

管分の意見の表明を行います。  

意見の表明はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

分科会長   意見の表明なしと認めます。 

以上で、経済環境分科会農業委員会事務局所

管分を終了いたします。 

午後  １時１２分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後  １時１５分  再開  

分科会長   これより、経済環境分科会農林水産部所管分

の議案の審査を行います。  

議案第１号  令和２年度富山市一般会計予算、

第１条歳入歳出予算、歳出第６款農林水産業

費中、農林水産部所管分、第１１款災害復旧

費中、農林水産部所管分、  

議案第１４号  令和２年度富山市農業集落排

水事業特別会計予算、 

議案第１５号  令和２年度富山市公設地方卸

売市場事業特別会計予算、  

以上３件を、一括議題といたします。  

これより、順次、当局の説明を求めます。 

農林水産部長 〔挨拶〕  

農政企画課長 〔議案第１号中  
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      スマート農業導入実証モデル事業について、 

      富山で農林業事業について、 

      農林水産物プロモーション推進事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

農業水産課長 〔議案第１号中  

      花で潤う街「フローラルとやま」創出事業に

ついて、 

      エゴマ安定栽培実証調査・生産普及拡大事業

について、 

      とやまのお魚ＰＲ推進事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

森林政策課長 〔議案第１号中  

      鳥獣対策事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

農村整備課長 〔議案第１号中  

      市管理農道区画線補修事業について、 

      農村地域防災減災事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

農林事務所  〔議案第１号中  

農業振興課長 地域資源活用促進施設管理費について、  

議案説明資料により説明〕  
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農林事務所  〔議案第１号中  

農地林務課長 割山森林公園天湖森施設事業について、  

      議案説明資料により説明〕 

農政企画課長 〔議案第１号中  

      市場再整備事業について、 

      議案第１５号について、 

      議案説明資料により説明〕 

分科会長   これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

佐藤委員   議案説明資料３ページ目の新規事業、富山で

農林業事業について、事業内容がア、イ、ウ、

エとあり、事業内容に予算がつくのかなとい

うふうに認識をしていたのですが、エはイン

ターンシップやゼミ合宿の誘致で、これとウ

の予算はゼロと。他の商工労働部か何かの施

策で予算がついているのか、これは最初から

全くゼロということで、ゼロ予算ベースの事

業ということでよろしいですか。  

農政企画課長 ウとエに関しましては、アで大学等へ訪問し

た際に一緒に行ってくるということで、予算

額としては特に設けておりません。 
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佐藤委員   私が伺いたかったのは、例えば合宿等に来て

いただいたときに何らかの支援といいますか、

気は心程度のものが何かあるのかなというふ

うに思っていたものですから、ここに予算が

書いてないというのはちょっとどうなのかな

というふうに思ったわけです。この点につい

てはどうですか  何か聞いたらまずかったの

かな。 

農政企画課長 ゼミ合宿の誘致やインターンシップの誘致に

関しましては、商工労働部やほかの部局も行

っておられますので、そういうところと連携

を図りながら一緒に行っていけるというふう

に思っています。  

佐藤委員   まさにその連携をきちんと取って、こういう

ことがあるのですよということもあったほう

が  もちろん実績として、確かに富山に来て

いただくという実績になってこそとは思いま

すけれども、やはりこういう営業活動ですの

で、それを続けていくことによっていずれは

実を結ぶという事業です。  

部長、確認ですけれども、これは連携を取っ

ているのですよね。 

農林水産部長 横の連携も当然取りながら行います。やはり
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成り手不足が顕著になってきているものです

から、まずは若い人たちに成り手になっても

らいたいということで、大学に行って、とに

かく大学の方に理解してもらおうということ

でやってみたいと思っています。  

ウの霞マルシェにつきましては、議案説明資

料４ページの一番下のイ（イ）にあります、

この予算を使っているという形になります。  

インターンシップやゼミ合宿につきましては、

来年度はどういう形になるか、大学と話をし

つつ、そこを踏まえて、商工労働部とも連携

を取りながら、今後どういうふうに進めてい

けばいいかも含めて、来年度いろいろ頑張っ

ていきたいと思いますので、引き続きよろし

くお願いします。  

佐藤委員   補正予算でも結構ですけれども、ぜひ計画を

立ててほしいということでございます。 

分科会長   富山で農林業事業について、ほかに質疑のあ

る方はいらっしゃいますか。 

柞山委員   議案説明資料４ページとも関わると思うので

すが、まず今の３ページの話で、実際富山市

にも農業関係の大学から採用された職員がた

くさんおられるのだと思うのですけれども、
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それにもかかわらずここまでしなければいけ

ないとは、最終的には何を目的にしておられ

るのですか。 

市 役 所の職員を目指すような大学の学生に

「農家に就け」ということを言っているのか、

何を目的にしたいのか、もう一度確認させて

もらいたいと思います。 

農政企画課長 今年度１年間、農協や中央会、あと営農組合

など、いろいろな方々と意見交換することが

ありました。 

その中で、開口一番、担い手がいないという

ことで何とかならないかという切実な提案を

受けてきたところであります。  

県内で職業安定所に求人を出しても全然来な

いということで、まずは可能性がある農業系

の大学に行って、そういう人たちに少しでも

富山で就職してもらえればという思いで御提

案させていただいております。  

柞山委員   ということは、農業団体も含めて、法人格を

持っているような農業経営者とも合意の上で、

もしそういう人材がおられればうちに来ても

らっていいよというお話なのか、もう少し具

体的にお願いします。 
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農政企画課長 特に、農協からそういった要請を受けており

ます。外国人の方を雇用される農協もござい

まして、それほどまでに人材不足ということ

でお話を伺っております。  

島委員    今の件に絡むのですけれども、農業振興対策

事業だから農林業に限定されているのか、水

産業は入れていただけないのかということを

お伺いします。  

農政企画課長 水産業については就業者が増えてきていると

いうことで、今回は農業と林業に限定したと

いうことであります。 

島委員    増えてきているというのは、ちゃんと実数に

基づいてそういう実態だというふうに捉えて

おられるということでよろしいですか。 

農政企画課長 実際の統計調査でそういうような実績が上が

っております。  

分科会長   では、富山で農林業事業に関連した質疑はほ

かにございませんか。 

〔発言する者なし〕 
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分科会長   では、これ以外に質疑のある方。 

柞山委員   議案説明資料４ページについて農政企画課長

にお聞きします。  

農政企画課長は環境部の主幹を兼務されてお

られるそうで、先ほどの事業は、予算も小さ

いわけでありましたが、こちらはその額から

見ればよっぽど大きいなというふうに思って

います。 

グローバル化の中で、市内産品も含めて海外

にプロモーションして市内産を売っていこう

ということですが、そもそものきっかけとい

うか、どこかからアプローチもあったのだろ

うと思いますが、そのきっかけみたいなもの

はどこからスタートしているものなのか、お

聞きしたいと思います。 

農政企画課長 きっかけとしましては、部長が議会で答弁さ

れたとおり、いろいろな国内需要が縮小にな

るとか、日米貿易協定などにより多くの農産

物が輸入されることが予想されるとか、そう

いったことからでございまして、国のほうで

も非常に力を入れております。  

国では今年度輸出１兆円を目指しております

が、２０３０年には５兆円ということで非常

に力を入れている中で、本市としましても、
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日米貿易協定などによって農林水産業への影

響が懸念されることから、こういったプロモ

ーションを来年度から初めて行いたいという

ふうに思っております。 

柞山委員   ターゲットをいろいろ絞られたのだろうとは

思いますが、従来から国内でも大きな、アジ

アでもナンバーワンの食品の農産地とかへの

プロモーションをやっておられるのですが、

国内でもそういうことを検討されたのでしょ

うか。 

農政企画課長 国内では農林水産部ではやっておりませんが、

環境部などでそういったプロモーションをか

けておりまして、その参加者の声を聞くこと

がありました。農業者の方でありますとか企

業の方などから海外へプロモーションをかけ

たいというふうなお声を聞いたものですから、

来年度新たに海外もということで提案してお

ります。 

柞山委員   実際に富山のおコメなのかお魚なのかお酒な

のかエゴマオイルなのか、どれをターゲット

にしてプロモーションをかけられるのかお聞

きします。 
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農政企画課長 その時期に応じて新鮮なものを持っていきた

いと思っておりまして、お魚関係ですとか昆

布、エゴマ油、おコメやお酒、加工品などを

考えております。  

柞山委員   この予算というのは、旅費と向こうでの滞在

費とのことでありますが、今言った物販に対

する費用というのはどのくらいを占めるので

すか。 

農政企画課長 物販に関しては、全て企業の方や生産者の方

の費用になります。 

しかしながら、ブースでの出店費用ですとか、

どうしても有力なバイヤーをつかまえないと

いけないので、バイヤーに関する経費などは

市のほうで一括して見ております。 

柞山委員   ちょっと細かくなりますが、ＡＮＡセールス

マルシェと霞が関の霞マルシェの出展につい

て具体的な取組を教えていただけますか。 

農政企画課長 ＡＮＡセールスマルシェにつきましては、日

本橋にＡＮＡセールスという会社の本社があ

ります。そこの旅行部門担当の約８００名の

職員を対象に、富山市が企画してＰＲすると

いうものでございます。 
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柞山委員   具体的にＰＲというのは、パンフレットだけ

を出すのですか、試供品を出すのですか。 

農政企画課長 実際に旬の食材を持ち込んで料理して振る舞

って、試食していただく。販売も可能だとい

うことで、販売も行うことにしております。  

霞マルシェにつきましては、ＡＮＡ総合研究

所等が主催されるものに参加するという形に

なります。こちらのほうも食材の試食と販売

を一緒に行うことにしております。 

柞山委員   ありがとうございました。楽しみにしていま

す。  

分科会長   この農林水産物プロモーション推進事業に関

し、質疑のある方はいらっしゃいますか。 

〔発言する者なし〕 

分科会長   では、それ以外で質疑のある方、お願いしま

す。  

東委員    続いて、議案説明資料５ページ、花で潤う街

「フローラルとやま」創出事業についてお伺

いします。この事業内容には、がんばるママ

にいつもありがとう「仲良し親子撮影会」云
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々とあります。対象は小学校６年生の児童が

いる独り親家庭とありますが、これはあくま

でも母親と子どもの家庭ということが対象な

のでしょうか。  

農業水産課長 この対象家庭につきましては、児童扶養手当

の対象となっている家庭になりまして、母親

あるいは父親、また両親がいるけれども、ど

ちらかに一定程度の障害があるような方も対

象となります。  

東委員    そ うしましたら、これからＰＲするときに

「がんばるママ」となっていますけれども、

ママだけではないんだよということはしっか

りとＰＲをしていただかないと漏れが出てく

るというふうに思いますのでお願いします。

（イ）で時期が卒業シーズン近くの２月から

３月の間の２日間ということで限定されてお

りますけれども、とりわけお母さんと子ども

の家庭などは、やはり女性の場合は賃金が低

いとか、時給とかの関係で大変なのでダブル

ワークをしていることなどにより、この２日

間どちらかに来てくださいよと言ってもなか

なか厳しいという実態があると思うのです。  

せっかく富山市がこういう心の込もった優し

い事業をするのですから、できるだけ漏れが
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ないようにもう少し工夫をして、希望する方

全員がここに来られるような、参加できるよ

うな形に工夫してほしいのですが、見解をお

伺いします。 

農業水産課長 この応募につきましては、事前に往復はがき

等で参加者を募る形になると思います。 

一応２日間行う形になっておりますけれども、

その参加人数等によっては追加ですることも

あるかもしれませんし、また希望等を聞きま

して、柔軟に対応できる部分はしていきたい

というふうに考えております。  

東委員    ちなみに、記念撮影とありますが、これはど

こか場所を限定して行う予定でしょうか。 

農業水産課長 現在想定しているのは、市民プラザの中にス

タジオがございますので、そちらのほうを使

いましてテラウチ  マサト門下生の方に写真

を撮っていただく予定としております。 

東委員    なかなか有名な写真家の門下生の方に撮って

いただけるということで、なおさらありがた

い事業だと思います。 

２日間を設定していますけれども、例えば休

日などでもできれば  休日と平日を組み合わ
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せるとか、ダブルワークをしている皆さんの

ために遅い時間でもできるとか、また工夫を

お願いしたいと思います。  

分科会長   花で潤う街「フローラルとやま」創出事業に

関して、ほかに質疑がある方はいらっしゃい

ますか。 

島委員    今の答弁を聞いて、この事業名は、父親も対

象だとすると誤解を生みやすいかなと思うの

で、何か違う名称にしたほうがいいのかなと

思ったのですが、いかがでしょうか。  

農業水産課長 幾つか事業をしてきている中で、最初にがん

ばるママに「ありがとうと花束」事業として

始めてきた経過等もございます。実際に独り

親家庭で考えますと母子家庭のほうが多いこ

ともありまして、代表的な事業名みたいな形

でこの形にしておりますけれども、説明の際

には、それ以外の方も対象になるということ

はしっかり言っていきたいというふうに思っ

ております。 

島委員    パパの立場に立って考えると参加しにくいか

なという気がするので、より参加しやすい説

明になるように工夫していただければと思い
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ます。 

分科会長   意見として、ちょっと恥ずかしいということ

ですか。 

島委員    意見なのでいいです。 

分科会長   ほかに、花で潤う街「フローラルとやま」創

出事業で質疑のある方はいらっしゃいますか。  

〔発言する者なし〕 

分科会長   では、それ以外で質疑のある方、お願いしま

す。  

柞山委員   議案説明資料９ページ、１０ページですが、

市管理農道の区画線の引き直しということで、

これは市道も含めて今回大きな予算を占めて

おります。 

逸脱する車を  そのような装置をつけたら白

線でキャッチしてちゃんと真っすぐにすると

いう取組でありまして、普通市道を含めて、

今度は農道もこれに準じてやるということで

あります。 

１０ページの農村防災・減災対策の拡充とい

うことで、これは特に農業ため池が決壊した
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場合、人的被害を与えるおそれがあるところ

について防災対策を講じる、ハザードマップ

も含めて計画するということでありますが、

一方で建設部では昨今の災害に対して、土砂

崩れというか、市道に隣接した、雨が降れば

崖崩れの多いところの調査をしています。 

農林水産部としても、防災・減災対策の中に

そういう崖に対して中山間地を走っている

６メートル以上の農道もあるわけなので、建

設部でやって農林水産部が対応しないという

のは、片手落ちのような気がいたしますが、

この防災・減災対策事業について、そういう

ところの視点はどうなのか、あるいは県補助

でありますが、そういうところについての補

助メニューの中身はないのか、質問させてい

ただきたいと思います。説明をお願いいたし

ます。 

分科会長   柞山委員、今、農道区画線の補修についての

質問は存在しなかったですね。  

柞山委員   ないです。 

農林事務所  確認なのですが、農村地域防災減災事業に対 

農地林務課長 しての質問でしょうか。 
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柞山委員   狙いはそこです。 

農林事務所  農道についての防災・減災ではないのですが、 

農地林務課長 民有地の斜面についての御質問であるかと思

います。災害があった場合にということで、

農地に接する民有地の斜面の倒木や落石、土

砂流出などがあった場合には、基本的には土

地の所有者が適切な管理をしていただくこと

がごもっともなのですけれども……。  

柞山委員   そうではなくて、今建設部では、昨今の災害

に対して崩落箇所があるかないかの点検を調

査委託する予算がついています。  

区画線については農林水産部もやりながら、

災害の土砂崩れ箇所もこの防災対策事業で調

査をしないといけないのではないかという質

問なのです。 

農村整備課長 建設部のほうでは、議会の中でも調査につい

て行うという話になっているわけなのですが、

市の管理する農道につきましては、土砂災害

警戒区域にあるのは全部で２０２か所あるう

ちの５１か所という形になっております。 

現在のところ、絶えずパトロールをしている

わけなのですけれども、柞山委員の言われて

いる安全性の調査というものにつきましては



43

現在のところ行っていないわけなので、今後、

職員の定期的なパトロールというもので、農

道ののり面の目視による点検も含めて行って

いきたいというふうに考えております。 

柞山委員   危険箇所については、市管理の農道について

は管理者である富山市でしっかり管理しても

らうということと、行く行く整備をするとい

うことであれば、その場所の災害の経過だっ

たり規模だったり、そういうところに当ては

まるものを幾つかピックアップしていく作業

が全体としてあるわけですね。  

ですから、そういうことも含めて、現場目視

もありますが、しっかり予算づけしてコンサ

ルもつけて対応していく。これは建設部と同

等のことですから、直近の中で求めていって

いただきたいと思っています。  

分科会長   ほかに、この農村地域防災減災事業について、

質疑のある方はいらっしゃいますか。  

金厚委員   今ほど農村地域防災減災事業の話がありまし

た。その前に柞山委員から区画線の話があり

ました。 

私はこの区画線のことでお聞きしたいのです

が、議案説明資料の事業目的で見ますと、間
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違いなく市管理の農道に区画線を引くという

ことができます。  

ならば、逆に  農林水産部が管理している駐

車場というのがあるではないですか。  

例えば、割山森林公園の一般の駐車場だとか

は、どこが管理しているかは分からないです

が  これは農林水産部での話ではないかもし

れないけれども  富山市が管理している駐車

場がありますね。それも似たような話なので

すけれども、これから車の無人化が進んでき

ますと、駐車場に入る車が駐車場へ入ったら

自由勝手にどこでも行ってしまうような話で

は都合が悪いものだから、駐車場での白線に

ついて駐車のスペースを取れるような形で  

同じ白線を引くのであればそこまで考えなけ

れば駄目なのではないかなと思うので、質問

をします。 

農村整備課長 農林水産部のほうでも、市の管理の農道につ

いての区画線というものは間違いなくやって

いきますけれども、いろいろな施設のある駐

車場とか、そういうところでも白線が消えて

いるというところがもしもあれば、今後確認

して、予算要求なりをしながら進めていきた

いなというふうに考えております。 
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金厚委員   農林水産部だけでこういう話をしていたって

しようがない。建設部が主体の予算ですので、

建設部で話をしなければいけないのですけれ

ども、こういうようなことを、農林水産部で

抱えているような農道だけではなく、ほかに

もあると思いますので、その辺を再度チェッ

クしてみてください。 

東委員    今の区画線の関係で併せてお伺いします。  

市道や農道の区画線の補修ということで、ネ

クストステージ枠で一斉にどんとやる事業だ

というふうに思うのですけれども、一斉にど

んとやろうと思っても、白線を引く機械や業

者の関係で順番立ててやらなければならない

と思うのです。  

そのときにスピード感として、まず市道をや

った後に農道に入るというような分担などは

もう既に始めているのでしょうか。 

農村整備課長 まだ建設部とは話はしていないのですけれど

も、白線が消えているということは非常に危

険ということもありますので、早め早めにや

っていきたいなというふうに思っております。  

ただ、今、東委員が言われていたように、業

者がいなくなるということなので、調整とい

うことになるのでしょうかね。  
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東委員    要は、一遍にできるものではないですから、

どうしても市道が優先されるのではないだろ

うかとか、農道はその後に回るとか、どうい

うスピード感での計画になっていくのだろう

かということです。 

農村整備課長 こちらとしても早め早めの発注ということを

考えておりますので、今後、建設部といろい

ろ検討しつつ、調整を図りながら話をしてい

きたいと思っております。  

東委員    現状は、こちらの考え方としては、同じよう

な時期でも市道をやっているときもあるし農

道をやっているときもあると、両方交差しな

がら進んでいるみたいなイメージでいればい

い感じですかね。  

分科会長   今の発言は質問ではないとみなします。 

ほかに質疑はありますか。  

柞山委員   議案説明資料１１ページのバイオマス施設に

ついては、劣化に伴って廃止にするという方

向性ですが、この原材料の外部処理にかかる

増嵩経費に２分の１補助していこうというこ

とで、しっかり対応してほしいと思います。

これは原材料をどういう施設へ運ばれるのか
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お伺いします。  

農林事務所  富山県内で産業廃棄物、要は畜産糞尿を処理 

農業振興課長 できる業者を調べたところ、６社ございまし

たが、この中で糞尿を処理できるような業務

体系を持っているのは実は１社しかございま

せんでした。これは南砺市の業者ということ

になります。 

柞山委員   相当距離があると思いますが、２分の１とい

うふうに提示をしておられますから、距離や

あるいは対象者の理解も得ておられるのかお

伺いします。 

農林事務所  このような形で市が考えているというような 

農業振興課長 ことは御理解を頂いているとともに、実際八

尾地域にありますバイオマス施設と言われる

地域資源活用促進施設と、南砺市のエコヒュ

ーマスという会社なのですが、距離にします

と片道３６キロメートルという遠距離になり

ますので、そこら辺の費用負担なり労力も考

えた上で御理解を頂いているという段階でご

ざいます。 

柞山委員   大変な距離があるのですね。 

ところで、この対象となる法人なのか農家の
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方は、何企業、何軒あるのですか。 

農林事務所  地域資源活用促進施設に堆肥の原材料として 

農業振興課長 畜産糞尿を入れていただいているのは４社ご

ざいまして、この４社の方々の御意見を受け

止めながら対応したものであります。  

柞山委員   ４社の意見を聞いて、例えば４社の中でも独

自に自ら処理施設を造ってということもある

やに考えますが、実際この２分の１相当額の

補償対象者は４社ですか。  

農林事務所  ４社とお話を進めてまいりましたが、うち１ 

農業振興課長 社は、確かに廃業に伴う影響だけではないに

しても、今回を区切りとして業務を見直した

いという御意見を頂きまして、実際に補助の

対象となるように具体的な算定を進めました

のは３社でございます。 

柞山委員   かなり長距離でもありますし、事故等も、あ

るいはひっくり返ったりということのないよ

うに、お互いに気をつけて執行していただき

たいと思います。  

金厚委員   今ほどの地域資源活用促進施設の管理費の件

について、１２年か１３年たったのだと思い
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ますけれども、建物を造るときに農林水産省

からの大きな補助金が出たり、県からの補助

も出たりして設置してきた建物だと記憶して

おります。 

十何年でアウトになってしまうような話であ

るものですから、そのときの補助金の返済な

ど、そういうものに関してはどうなっている

のですか。 

農林事務所  実際には１４年経過している建物でございま 

農業振興課長 して、確かに耐用年数より相当早く、劣化診

断の結果に基づいてアンモニア等の影響は多

々あったとしても、相当早い段階で施設閉鎖

になったということでございます。 

こちらのほうでは、北陸農政局と県を交えま

して、既に補助金等の取扱いについてお話を

進めさせていただいております。  

その中では致し方ない部分も確かにあるのだ

けれども、ある一定のルールもございますこ

とから、補助金等の算定につきましては来年

度いっぱいかかると思うのですが、話合いを

進めていくということで継続協議にしており

ます。 

金厚委員   それは分かりました。補助金の返却とか、そ

ういうものも出てくると思います。 
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最後に、施設管理費という形で、今年いっぱ

いは製造・販売するといった話が出ています

けれども、その後閉鎖する工事に約２，４０

０万円、２，５００万円近くの金がかかるで

しょう。 

でも、この施設を改修した後、誰か利用した

いとか欲しいとか買いたいとかという話とい

うのは  今のところまだないとは思いますけ

れども  あった場合はどうされるのですか。 

農林事務所  この施設の本来の事業目的は、地域から出た 

農業振興課長 産業廃棄物等を、４か月ぐらいかかりますが、

もう一度完熟堆肥という形で、地面の地力と

して還元してお返しする、地域循環型社会と

いう目的の下に造られた施設であります。 

先ほどお答えしました国、県との話合いの中

でもそうなのですが、この本来持った事業目

的を達成する民間業者なり、その他の活用方

法はないかということを含めて、国、県と協

議を進めているところでございます。  

分科会長   ほかに質疑はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

分科会長   その他の事業等に関する質疑はありませんか。 
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島委員    ちょっと戻って申し訳ないのですけれども、

６番のエゴマについての新規事業で、同じエ

ゴマを扱っている環境部の６次産業化とはど

のようにすみ分けられているのか、あるいは

連携されているのか、分かる範囲でお聞かせ

願いたいです。  

農業水産課長 エゴマを推進していく中で、機械等のハード

整備と実際に栽培技術を確立することは両輪

だというふうに思っております。  

これまでどちらかというとハードのほうが先

行してきておりましたが、実際にエゴマを栽

培してみると、なかなか技術的に分からない

ところもございますし、生産者の収量等にば

らつき等もございますので、こちらの事業で

は、富山でエゴマを作る際にどういう作り方

がいいか、そういう技術の確立を目的として

進めてまいりたいというふうに思っておりま

す。  

島委員    ということは、環境部とのすみ分けがしっか

りなされていて、将来的にはお互いががっち

りとかんで、より大きくなっていくという、

そういう認識でいいということですね。 

農業水産課長 こちらのほうは、今話しました技術の確立等
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を目指していきますけれども、これは当然、

環境部でエゴマを指導していく中でも必要な

こととなりますから、そういう技術を確立し

たものは提供していく、また環境部のほうか

らスマート農業等を含めまして、こちらの一

般の農業者が活用できる部分がありましたら

利用して、全体としてエゴマ生産を進めてい

きたいというふうに思っております。  

金厚委員   割山森林公園天湖森の橋梁の話なのですが、

予算額が約５，８００万円で、基本設計、実

施設計での業務委託ということで計画してお

ります。 

この事業自身、私は別にいいと思うのですけ

れども、これは予想として  まだ設計もして

いない段階で金額が出るか出ないか分からな

いのだけれども、つり橋に対する総予算はど

のぐらいを計画しているのですか。 

農林事務所  概算工事につきましては、令和２年度に委託 

農地林務課長 料を計上していますが、プロポーザルにより、

各コンサルタントの技術力や経験、知識を用

いまして、どのようなつり橋等がいいか提案

してもらうために、今のところは概算工事費

は未定ということでございます。  
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金厚委員   ということは、つり橋に関しては全く未定と

いうことでよろしいですか。 

農林事務所  はい。 

農地林務課長  

分科会長   ほかに質疑はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

分科会長   ほかにないようですので、これをもって議案

の質疑を終結いたします。  

これより、議案第１号中農林水産部所管分、

議案第１４号、議案第１５号、以上３件を一

括して意見の表明を行います。  

意見の表明はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

分科会長   意見の表明なしと認めます。 

以上で、経済環境分科会農林水産部所管分を

終了いたします。  

これで、３月定例会の当分科会に送付されま

した全議案の審査は終了いたしました。 

委員各位に御相談申し上げます。  

分科会長報告については、正・副分科会長に
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御一任願いたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

分科会長   それでは、そのように取り計らいます。 

これをもって、令和２年３月定例会の予算決

算委員会経済環境分科会を閉会いたします。  
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